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ミニレビュー

血管免疫芽球型T細胞リンパ腫

（angioimmunoblastic T-cell lymphoma：AITL）

　末梢T細胞/NK細胞リンパ腫（成熟したT細胞/NK細胞に由来する非ホジキンリンパ腫）に分類されているT細胞性の腫瘍で、様々な病像（表1）を呈するため、免疫異形成疾患（IDD）、異常蛋白血症を伴う血管免疫芽球性リンパ節症（AILD）、免疫芽球性リンパ節症（IBL）、リンパ肉芽腫症、AILD様リンパ腫、IBL様リンパ腫など種々の名称で呼ばれていた。診断は、特徴的臨床所見（表1）、病理所見（表2）に加え、T細胞受容体（TCR）再構成の遺伝子診断が参考になる。生存期間の中央値は1〜3年で予後の悪い疾患であり、抗癌剤による多剤併用化学療法が行われるが、ステロイド単独で長期寛解を続けている症例も報告されている。

表１　AITLの臨床像

	1.　全身リンパ節腫脹

	2.　肝脾腫

	3.　発熱

	4.　体重減少

	5.　過敏性皮疹

	6.　自己免疫性溶血性貧血

	7.　多クローン性高ガンマーグロブリン血症


表2　AITLの病理像

	1.　胚中心の消失あるいは高度の萎縮と無構造の好酸性物質沈着（burn out）

	2.　高内皮細静脈の樹枝状増生

	3.　異型性を示すリンパ球および免疫芽球の増殖

	4.　淡明細胞（clear cell）の出現

	5.　形質細胞および形質細胞様細胞の増生

	6.　組織球、類上皮細胞、好酸球の混在

	7.　濾胞樹枝状細胞（follicular dendritic cell）の巣状増生



